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資金の借入に関するお知らせ 
 
当社は平成 26 年 6 月 12 日開催の取締役会において、資金の借入を行うことを決議し、下記の通り実施 
いたしましたので、お知らせいたします。 
 

記 

 
１．借入先   ： 株式会社ヤマダ電機 
２．借入金額  ： 100 億円 
３．返済方法  ： 期日一括 
４．借入実行日 ： 平成 26 年 6 月 19 日 
５．返済期限  ： 平成 31 年 6 月 19 日 
６．借入利率  ： 0.6％ 
７．資金使途  ： 銀行借入の返済 
８．担保の状況 ： 当社は、株式会社ヤマダ電機と根抵当権設定契約を締結（平成 24 年 4 月 26 日付） 

しており、当社資産を担保提供しております。 
          その根抵当権の極度額は 150 億円で、被担保債権の範囲に「金銭消費貸借取引」が 

含まれております。 
          （注）株式会社ヤマダ電機は、当社の株式を 51.8％保有する親会社であり、東証一部

上場会社であります。 
９．支配株主との取引に関する事項 
  （１）当該取引は、株式会社ヤマダ電機（支配株主・親会社）との重要な取引に該当いたします。 
  （２）支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策に関する指針との適合状況 

当社は、平成 26 年 6 月 12 日に公表したコーポレートガバナンス報告書において、支配株主

との取引における少数株主の保護の方策に関する指針として次のとおり定めております。

「当社は、親会社との間で、親会社及び当社が両社の社会的責任を負う上場企業としての地

位をお互いに尊重した上で、親会社及び当社の更なる成長・発展、企業価値の向上を目指す

ことを目的とした業務提携契約を締結しており、かかる契約に基づく取引を実施することで、

親会社との取引の適正性を確保し、少数株主の保護を図っております。」と定めており、当該

取引につきましても、一般取引条件と同様に決定しております。 
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（３）公正性を担保するための措置及び利益相反を回避するための措置に関する事項 
当社は日常の事業活動について、親会社との密接な協力関係を保ちながらも、経営の一定の

独立性は確保されているものと認識しており、利益相反を回避するため、親会社と取締役を

兼務する一宮忠男氏及び古谷野賢一氏は、今回の取引における取締役会の決議に参加してお

りません。 
  （４）当該取引等が少数株主にとって不利益なものではないことに関する、支配株主と利害関係 
     のない者から入手した意見の概要 
       平成 26 年 6 月 12 日開催の取締役会において、当社の独立役員として選任している社外監

査役崎原嘉行氏より、今回の資金借入の件に関して、公正性を担保するための措置及び利益

相反を回避するための措置に加えて、取引内容及び条件の妥当性について合理的に決定して

いることから、当該取引が少数株主にとって不利益なものとして該当しない旨の意見をいた

だいております。 

以 上 


